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なることも考えられる。第 3 章では台湾の新聞メディアにおける日本の翻訳書に関する記事を分析していく。 90 年代
の 10 年間にわたって掲載された書評、読書と出版情報から、台湾内部における日本の翻訳書の受容にみられる階級
性の相違が浮上する。さらに、コーナー別記事掲載数の推移から、 〈日本商品)に対して台湾文化空間の用いる消費





























報』の読書情報欄「開巻週報J の 88 年から 99 年までの掲載内容が詳細に検討され、コーナー別に見て、知識人の所
見(書評コーナー)、日本の出版業界及び日本の世相(世界書房)、台湾における日本の翻訳書(上記以外の部分)と
し、うように、受容(あるいは導入)の 3 つの局面が同じ「開巻週報J の中で観察されることを明らかにしている。こ
のような分析を通して、許氏は、ローカル・メディアによる、「知的な」翻訳書の主体的な導入のフ。ロセスを顕在化
している。
第 4 章では、「開巻週報J においても、またベストセラーランキングにおいても、最も言及の多かった村上春樹の
受容に絞って分析が行われる。村上は、「村上的J という流行語を生み、「村上ブームJ としづ社会現象さえ起こした
作家である。本章では「開巻週報」における村上に関する言説を検証することで、村上受容の一つの局面を明らかに
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している。続いて、最も顕著に愛読行動が現れている村上の公式ホームページを考察し、また村上愛読者を対象に行
ったアンケート調査によって、村上受容のもう一つの局面に迫っている。
第 5 章では、日本の翻訳書受容の市場での実態の把握を、台湾最大手の金石堂書店のベストセラーランキングに求
めている。そして、その結果と照合しながら、台湾読者が噌好する日本の翻訳書の傾向からメディアの報道による導
入・拡散効果を分析している。そして、その結果を、村上受容から見ることができる愛読者の読書行動及び日本人作
家に対する受入態度と合わせて、台湾ローカルの主体的な受容システムを明らかにしている。
第 6 章では、台湾における日本文化財の展開を見るもう一つの重要な視点として、これまでの検証と出版市場のグ
ローパル化への動きとを合わせて、ローカルの市場経済が、国際化に応じながらも外来文化とローカル文化の折衝を
調整し独自の発展を志向している姿が描かれる。
以上、許氏の本論文は、グローパル化時代における外来文化の受容という大きなテーマに関して、台湾という一つ
の地域を取り上げ、特別な歴史的・地政学的な関係にある日本の翻訳書という一つの文化財に関して、その受容の様
態を、多面的かっ重層的に記述し、この分野の研究に貢献しうる独創的な研究となっている。また、大手新聞の読書
情報欄やベストセラーランキングやホームページを広範に分析し、さらには村上読者を対象としたアンケート調査を
実施するなど、実証的なデータに基づいて現象にアプローチしようとしている点でも高く評価される。具体的な作品
の特徴や読者の受け取り方等の視点を取り入れる必要があるという指摘もあるが、そうした点は今後の課題として持
ち越したとしても、本論文はこの分野に大きな寄与をなすものであり、博士(言語文化学)の学位請求論文として十
分に価値あるものと認められる。
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